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　新型コロナウイルスの影響で大変な時期ですが、玉川上水の植物はいつも通
りに春を迎えました。3月末の季節外れの雪が積もったにもかかわらず、フデリ
ンドウ、イチリンソウ、ニリンソウのほか、東京では絶滅危惧種とされるアマ
ナやヒメニラなどが見られました。麻布大学いのちの博物館上席学芸員である
高槻成紀先生は、玉川上水はレヒュージア (避難所 )であると表現されています。
希少な植物の存在を確認して、まさにその通りだと感じました。
　この冬、陣屋橋から小金井橋の間において、サクラ以外の樹木が皆伐されま
した。開けた法面に巨大なケヤキの切り株がずらりと並んでいます。木々を伐
採することは、その下に生育する植物にも少なからず影響を与えます。皆伐の
結果、この地域の植物がどう変化するのか、レヒュージアとしての役割を維持
していけるのか、観察を続けていきたいと思います。
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ほとんどの木が切られてしまった玉川上水
小金井橋から東側は緑陰がなくなった

　
強風が心配。

台風の時にどうなって
しまうのかしら？

　　
五日市街道からの
排気ガスが流れて
きて辛いな

　夏の気温を遮って、空気を浄化し、北風を遮って、騒
音を遮ってくれていた樹木。そしてなにより生態系を
守ってくれていました。いくつもの切り株が無残な姿で
立ち並んでいます。法面を守っていたケヤキの根が死ん
でしまったら、法面が崩れないか心配です。
　P2､ 3 の高槻先生の論文（ご指摘）については今後、
小金井市と意見交換する予定です。次号でご報告できれ
ばと思っています。
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